
10
月
1
日
、「
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施

設
ペ
ル
セ
ウ
ス
」
が
馬
場
記
念
病
院
の

隣
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
9
月
28
日

に
は
内
覧
会
も
開
催
さ
れ
、
地
域
の
皆

さ
ま
、
そ
し
て
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
も
多
く
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
介
護
療
養
型
老
人
保
健

施
設
」
と
は
、「
介
護
療
養
病
床
」
と
「
介

護
老
人
保
健
施
設
」
の
中
間
に
位
置
す

る
新
し
い
タ
イ
プ
の
施
設
で
、
従
来
の

「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
と
は
異
な
り
日

常
的
な
医
療
処
置
を
含
む
看
護
・
介
護

を
提
供
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。「
ペ
ル
セ
ウ
ス
」

で
は
、
自
宅
へ
復
帰
す
る
た
め
に
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
調
整
を

図
っ
た
り
、
施
設
入
所
へ
の
支
援
な
ど

「
通
過
施
設
」
と
し
て
皆
さ
ま
の
ご
支
援

に
あ
た
り
ま
す
。

「
介
護
療
養
病
床
」
で
も
、「
介
護
老
人

保
健
施
設
」
で
も
な
く
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
特
徴
で
あ
る
「
介
護
療
養

型
老
人
保
健
施
設
ペ
ル
セ
ウ
ス
」
で
は
、

た
ん
の
吸
引
が
必
要
な
方
、
胃
ろ
う
の

方
な
ど
、
一
定
の
医
療
管
理
が
必
要
な

方
も
安
心
し
て
入
所
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
看
護
師
・
介
護
職
員
は
最

上
位
ラ
ン
ク
の
人
員
配
置
、
さ
ら
に
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
も
充
実

さ
せ
、
皆
さ
ま
の
在
宅
復
帰
を
全
力
で

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
療

養
中
の
方
の
体
調
調
整
や
、
在
宅
で
介

護
に
あ
た
っ
て
い
る
ご
家
族
の
身
体

的
・
精
神
的
負
担
の
軽
減
な
ど
を
目
的

と
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
し
て
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ペ
ガ
サ
ス
で
は
、
救
急
医
療
を
中
心
に

行
う
社
会
医
療
法
人
と
し
て
の
使
命
を

果
た
す
た
め
、
救
急
搬
送
の
受
け
入
れ

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
増
え

続
け
る
救
急
搬
送
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
急
性
期
を
脱
し
た
患
者
さ
ま
に
次

の
回
復
ス
テ
ー
ジ
を
い
ち
早
く
ご
用
意

し
、
救
急
患
者
さ
ま
の
ベ
ッ
ド
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

ペ
ガ
サ
ス
で
は
、
早
く
か
ら
救
急
・
急

性
期
か
ら
、
回
復
期
、
在
宅
へ
と
切
れ

目
の
な
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ
を
構

築
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ど
う

し
て
も
医
療
と
介
護
の
“は
ざ
ま
”が
生

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
“は
ざ
ま
”を

無
く
し
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
持
続
と
、
さ
ら
な
る
充
実
を
目
的

に
、
ペ
ガ
サ
ス
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
に
お
け
る
介
護
療
養
病
床
92
床
を

引
き
継
ぐ
形
で
「
介
護
療
養
型
老
人
保

健
施
設
ペ
ル
セ
ウ
ス
」
を
新
設
し
ま
し

た
。
併
せ
て
、
こ
れ
を
機
に
病
床
の
再

編
を
図
り
、
馬
場
記
念
病
院
は
一
般
病

床
（
急
性
期
・
回
復
期
）
3
0
0
床
、

ペ
ガ
サ
ス
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

は
療
養
病
床
（
医
療
療
養
・
回
復
期
）

1
5
0
床
と
し
ま
し
た
。
新
し
い
施
設

が
で
き
た
分
、
環
境
に
ゆ
と
り
も
生
ま

れ
、
皆
さ
ま
に
は
よ
り
快
適
で
満
足
い

た
だ
け
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
ペ
ガ
サ
ス
は
、
皆
さ
ま
に
安
心

で
健
康
的
な
毎
日
を
ご
提
供
す
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解

決
に
向
け
て
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
、
社

会
医
療
法
人
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス

理
事
長
　
馬
場
武
彦
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馬
場
記
念
病
院

馬
場
病
院

ペ
ガ
サ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

午前診
9：00～
受付
8：30～12：00

午後診
14：00～
受付
13：00～15：00

　　　　　は
予約が必要です。
必ず予約のうえ
ご来院ください。

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

午後診

午後診
15：00～18：00
受付14：30～18：00

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

夜診
18：00～19：00
受付17：30～19：00

内科
循環器科

外科
消化器科

脳神経
外科

（脳）神経
内科

整形外科

形成外科

内科

（脳）神経内科

整形外科

泌尿器科

1診

2診

1診 
＜内科外来にて＞

1診

2診

3診

1診

2診

１診 

２診  

外・消１診 

外・消２診 

外・消３診 

脳外科１診 

脳外科２診 

脳外科４診 

脳外科３診 

（脳）神経内科１診 

（脳）神経内科２診 

整形外科１診 

整形外科２診 

整形外科３診 

診療時間 診療科 月 火 水 木 金 土

藤本基秋

前田一史

平山道彦
（循環器）

坂本常守
（循環器）

周藤弥生
（糖尿病）

若山公作
（呼吸器）

寺岡　均 新田敦範

原　順一 中尾重富

宇野淳二 伊飼美明

河内屋友宏

藤本基秋

馬場武彦

高橋光雄 北口正孝

中谷芳美 千本裕子

本田良宣 山北真也

吉田　映

久保俊彰 上田朋子
＜１０：００～＞

担当医 本田良宣
＜整形外科＞

担当医 宇治義正

永田安徳

往診 往診 往診 往診 往診

中林孝之 峯田春之 中林孝之 中林孝之 中林孝之 中林孝之

永田安徳

宇治義正 担当医
　

宇治義正

永田安徳 担当医

担当医 矢野　基

楊　裕健 篠塚宗徹

松本成史
花井 禎（予約検査）
梅川 徹（診察のみ）

山本喜英 山本喜英

北口正孝

難波雅司
（循環器）

周藤弥生
　　（糖尿病）

児玉豊城
（呼吸器）

坂本常守
（循環器）

渋谷雅常 寺岡　均 新田敦範 山添定明
第1・3週

真下勝行 渋谷雅常

原　順一

平田直人 大平雅一
第2・4・5週

魏　秀復 宇野淳二 魏　秀復

伊野波 諭 伊飼美明

甲斐康稔

峯田春之 北口正孝 平賀定一

西本和弘 楠　進／原　秀憲
第1・3週/第2・4・5週

長谷川隆典

交替制

岡垣健太郎 吉田　映 山北真也 交替制
交替制

交替制上田朋子
＜１０：００～＞

千本裕子

久保俊彰＜外科＞
担当医＜外科＞

山本喜英
＜外科＞

久保俊彰 久保俊彰 久保俊彰

永田安徳 永田安徳 永田安徳

宇治義正 宇治義正 宇治義正
　 　

宇治義正 宇治義正 担当医

担当医 担当医 永田安徳

岡本隆司第１・３週
田中秀典第２・４・5週

永田安徳 第1・3・5週
矢野　基 第2・4週

北口正孝
＜（脳）神経内科＞

楊　裕健 篠塚宗徹

北口正孝

瓦林孝彦
（心臓）

堀川重樹

玉垣芳則
（在宅酸素）

岡垣健太郎
（関節の外来）

南部泰孝
（睡眠時無呼吸外来）

岡垣健太郎

三木慎也

山本喜英 山本喜英／矢野　基
交替制

交替制

伊野波 諭 前田一史

長岡慎太郎

田口晴之／島田健永
第1・3・5週／第2・4週
（ともに循環器）

池尻義隆／久郷亜希
第2週／第1・3・4・5週
（ともに認知症外来）

甲斐康稔

三木慎也

 

田中秀典
（呼吸器）

北田拓也
（肝臓病）

山本　研

41

入　所 

介護療養型老人保健施設 

ペルセウス 

ショートステイ 

馬場記念病院 

急性期 

回復期 

救　急 

自　宅 

他施設 

他病院 

ペガサス 
ロイヤルリゾート石津 
（高齢者専用賃貸住宅） 

退
所
 

医療療養 

ペガサス 
リハビリテーション病院 

回復期 

4人部屋中心で定員は92名。ベッ

ドをゆったりと配置し、快適な

療養環境を提供しています。建

物は5階建で各フロアーに食堂兼

談話室、理学・作業療法士によ

るリハビリテーションが受けら

れる機能訓練スペースが設けら

れています。



整
形
外
科
と
は
、
お
も
に
手
や
足

の
骨
関
節
や
脊
椎
、
筋
肉
、
腱
や

末
梢
神
経
の
外
傷
や
障
害
を
治
療

の
対
象
と
す
る
診
療
科
で
す
。
た

ん
に
外
傷
を
治
療
す
る
だ
け
で
な

く
、
運
動
機
能
を
回
復
さ
せ
た
り
、

神
経
痛
や
リ
ウ
マ
チ
の
よ
う
に
痛

み
を
主
と
す
る
疾
患
の
治
療
も
行

う
た
め
、
保
存
的
治
療
（
手
術
な

ど
身
体
に
傷
を
つ
け
な
い
で
治
療

を
す
る
）
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

当
診
療
科
で
は
年
間
8
0
0
件
以

上
の
症
例
を
扱
い
、
3
0
0
件
以

上
の
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

な
か
で
も
人
工
関
節
の
手
術
に
は

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

当
診
療
科
の
患
者
さ
ま
の
な
か
で

も
多
く
み
ら
れ
る
「
変
形
性
股
関

節
症
」。
加
齢
な
ど
に
よ
り
、
骨
と

骨
の
間
で
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
を

し
て
い
る
股
関
節
の
軟
骨
が
変

性
・
磨
耗
し
、
骨
と
骨
が
擦
れ
る

よ
う
な
痛
み
を
引
き
起
こ
す
の
で

す
。
最
初
は
少
し
休
め
ば
痛
み
が

治
ま
っ
て
い
て
も
、
だ
ん
だ
ん
と

そ
の
間
隔
が
短
く
な
り
、
な
か
に

は
歩
け
な
く
な
る
人
も
い
ま
す
。

こ
の
病
気
は
特
に
日
本
人
の
女
性

に
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
生
ま

れ
つ
き
臼
蓋
（
骨
盤
の
関
節
面
）

の
浅
い
人
が
多
い
た
め
に
起
こ
り

や
す
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
た
め

な
の
で
す
。
病
気
が
進
行
し
た
患

者
さ
ま
に
は
、
相
談
の
う
え
人
工

股
関
節
置
換
術
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
人
工
関
節
置
換
術
」
と
は
、
関
節

の
痛
み
の
あ
る
部
分
を
取
り
除
い

て
人
工
の
関
節
に
置
き
換
え
る
手

術
で
す
。
人
工
関
節
の
耐
久
年
数

は
、
運
動
量
や
も
と
も
と
の
骨
の

質
に
も
よ
り
ま
す
が
、
だ
い
た
い

15
年
程
度
で
す
。
年
数
が
経
つ
と
、

人
工
関
節
と
骨
の
間
で
弛
み
が
出

て
き
ま
す
の
で
、
再
置
換
術
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
弛
み
は
人
工
関

節
の
周
囲
の
骨
が
削
ら
れ
る
こ
と

が
原
因
で
す
の
で
、
削
ら
れ
た
骨

を
補
填
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
処
置
の
た
め
、
再
置
換
術
は
、

よ
り
時
間
の
か
か
る
手
術
に
な
り

ま
す
。
骨
の
補
填
に
は
金
属
な
ど

で
作
ら
れ
た
「
人
工
骨
」
を
使
用

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く

は
「
同
種
骨
移
植
」
を
採
用
し
ま

す
。「
同
種
骨
」
と
は
、
ほ
か
の
方

の
手
術
時
に
摘
出
さ
れ
、
不
要
に

な
っ
た
骨
に
特
殊
な
処
置
を
施
し

て
、
保
存
し
て
お
い
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
5
ミ
リ
ほ
ど
の
粒
状
に
し
、

骨
の
欠
損
部
分
を
埋
め
て
い
き
ま

す
。

「
人
工
関
節
置
換
術
」
と
は
別
に
、

「
骨
切
り
（
こ
つ
き
り
）」
と
い
う

手
術
方
法
も
あ
り
ま
す
。
人
工
関

節
を
使
わ
ず
、
骨
を
切
断
し
て
向

き
を
変
え
る
手
術
で
す
。
特
に
若

い
人
は
運
動
量
が
多
い
の
で
、
人

工
関
節
が
弛
み
や
す
い
た
め
、
こ

の
方
法
を
選
択
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
ま
た
痛
み
が
出

て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
人
工

関
節
に
し
て
定
期
的
に
再
置
換
を

行
う
、
と
い
う
患
者
さ
ま
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
人
工
関
節
の
手

術
時
間
は
、
特
別
な
処
置
を
必
要

と
し
な
け
れ
ば
、
股
関
節
で
1
時

間
半
ほ
ど
。
初
め
て
人
工
股
関
節

を
入
れ
て
か
ら
、
退
院
（
歩
い
て

日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
）

ま
で
は
、
４
〜
６
週
間
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
。

関
節
と
い
う
の
は
、
命
に
か
か
わ

る
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

手
術
を
す
る
か
し
な
い
か
は
患
者

さ
ま
次
第
で
す
。
し
か
し
、
手
術

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
の

質
は
必
ず
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

変
形
性
関
節
症
な
ど
で
下
肢
の
不

自
由
が
生
じ
る
と
身
体
障
害
者
の

認
定
申
請
の
対
象
に
な
り
、
人
工

関
節
を
入
れ
る
際
に
は
医
療
費
の

一
部
負
担
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

人
工
関
節
に
限
ら
ず
、
ほ
か
の
治

療
法
の
ご
相
談
に
も
の
り
ま
す
の

で
「
年
だ
か
ら
、
痛
く
て
当
た
り

前
」
と
あ
き
ら
め
な
い
で
、
関
節

の
痛
み
で
悩
ん
で
い
る
方
は
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
後
は
、
得
意
分
野
で
あ
る
股
関

節
置
換
術
の
手
技
の
幅
を
も
っ
と

広
げ
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ

ン
ト
を
徹
底
し
た
治
療
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

｠｠2008年 整形外科　股・膝関節手術件数 

91 

20 

12 

2 

6 

1 

件数 

1 

6 

2 

4 

1 

1 

件数 

関節脱臼観血的整復術（股） 

関節脱臼非観血的整復術（股） 

関節脱臼非観血的整復術（膝） 

関節内骨折観血的手術（膝） 

非観血的関節授動術（膝） 

関節内異物（挿入物）除去術（膝） 

術名 

人工骨頭挿入術（股） 

人工関節置換術（膝） 

人工関節置換術（股） 

人工関節再置換術（膝） 

人工関節再置換術（股） 

関節形成手術（膝） 

術名 

総計 147 

馬
場
記
念
病
院
　

整
形
外
科

部
長
　
岡
垣
健
太
郎

全国民の約半数が感染しているとされるピロリ菌。感
染しても病気にならないことも多いですが、胃炎や胃

潰瘍の原因となることもあります。胃とピロリ菌の関

連性、検査方法、除菌方法や予防など、専門医がわか
りやすくお話しします。

睡眠時無呼吸症候群とは、睡眠中に無呼吸状態になってしまう症

状で、本人は眠っているつもりでも、脳は休息できず、日中の居

眠りの原因となります。馬場記念病院生理機能検査室では、この

睡眠時無呼吸症候群の精密検査である、睡眠ポリグラフィ（PSG）

検査機器を新しくしました。呼吸用センサーの変更に加え、ビデ

オ記録による検査もできるため、診断結果の向上が期待されます。

また、自宅でもできる簡易睡眠ポリグラフィ機器も刷新。従来型

よりもコンパクトで、解析能力も向上しています。日中にひどい

眠気に襲われたり、大きないびきをかいたり……。このような症

状でお悩みの方は、お気軽にご相談ください。

ペガサスでは、ご希望の方

にはいつでも医療の現場を

体験・見学していただいて

います。昨年の冬からスタ

ートした「看護学生対象

ペガサス医療体験デイ　就

職活動バージョン！」もそ

のひとつ。好評により12月19日にも開催が決定しました。

当日は、馬場記念病院の急性期・回復期病棟の体験見学、

放射線部や検査部、リハビリテーション部の見学、そして、

ペガサスの各種制度や就職についての説明会と続き、最後

は、先輩看護師を交えたティーパーティを行う予定です。

看護師をめざす皆さん、どうぞお気軽にご参加ください！

からのお知らせ

8月25～31日、高齢者専用賃貸住宅ペガサスロイヤルリゾー

ト石津で写真展が開催されました。馬場記念病院 施設課の高
島 正雄が所属するフォトサークルREIが中心となって主催し

たもので、エントランスホールの壁一面に、大きく引き伸ば

された花の写真15点が展示されました。写真展に先駆け、毎
週木曜日に開催の交流会では写真教室も開催され、その際に

ご入居者が撮影した写真も5点ほど展示されました。会場では
ポストカードも配布され、ご入居されている方だけでなくペ

ガサスデイサービスセンター石津をご利用の方にもご好評い

ただきました。ペガサスロイ
ヤルリゾート石津では、これ

までにも納涼祭や折り紙教室
を開催しており、また今後は

ヨガ教室、紅葉狩りなども予

定しています。

場
病
院
で
は
、

入
院
患
者
さ
ま

に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
8
月
22
日
に
開
催

さ
れ
た
夏
祭
り
も
そ
の
一

つ
。
熱
中
症
に
配
慮
し
、

院
内
1
F
ロ
ビ
ー
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。
患
者

さ
ま
に
無
理
な
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
職
員
と
ペ
ア

を
組
む
な
ど
の
工
夫
を
し
た
り
、
賞
品
を
用
意
す
る
な
ど
し

て
、
輪
投
げ
や
的
当
て
な
ど
、
夏
祭
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
み

ま
し
た
。
な
か
で
も
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
や
黒
ヒ
ゲ
ゲ
ー
ム
は
人

気
が
高
く
、
声
を
あ
げ
て
喜
ん
だ
り
、
笑
っ
た
り
と
い
う
姿

も
。
会
場
で
流
れ
る
盆
踊
り
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
う
れ
し

そ
う
に
体
を
動
か
す
患
者
さ
ま
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

入
院
食
と
は
別
に
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
と
オ
レ
ン
ジ
ゼ
リ
ー
を

用
意
し
、
こ
ち
ら
も
好
評
で
し
た
。

この6月、ペガサスに皮膚・排泄ケアの認定看護師が誕生しました。

「認定看護師」とは、日本看護協会が認定する特定分野を専門に

した看護のスペシャリスト。現在も2名の看護師が資格取得にチ

ャレンジしています。

瀧本知美
皮膚・排泄ケア
平成10年入職

日常業務のなかでの試験勉強はとても大変

でした。教科書がないため、自ら手探りで勉

強を進める難しさを実感しました。認定を受

けて「ひとりの看護師」としての自覚をより

意識するようになり、また専門分野で患者さ

まと向き合う機会が増えました。今後は自分

の専門性を活かし、医療の質・看護の質の向

上に努めていきたいです。


